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　佐用町に拠点を置き、被災者支援活動を続けてきた「チー
ム神戸」が、１月 17 日、最後のイベントとなる住民との
交流会を佐用マリア幼稚園で開催しました（関連記事７㌻）。
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増
便
と
高
速
化

　

３
月
13
日
の
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ

改
正
と
同
時
に
、
姫
新
線
の

高
速
化
が
実
施
さ
れ
る
と
と

も
に
、
２
年
間
の
限
定
で
増

便
が
試
行
さ
れ
ま
す
。

　

姫
路
＝
上
月
間
の
所
要
時

間
は
最
速
で
65
分
（
現
行
最

速
で
75
分
）
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
運
行
数
を
現
行
２
時

間
に
１
本
か
ら
、
概
ね
１
時

間
に
１
本
へ
増
便
さ
れ
る
と

と
も
に
、
佐
用
駅
、
上
月
駅

か
ら
姫
路
駅
へ
の
直
行
便
も

ほ
ぼ
倍
増
さ
れ
る
な
ど
、
利

便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

増
便
と
高
速
化
に
あ
わ

せ
、
沿
線
の
佐
用
町
を
は
じ

め
、
姫
路
市
、
た
つ
の
市
で

は
、
基
盤
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

佐
用
町
で
は
、
パ
ー
ク
＆

ラ
イ
ド
（
自
宅
か
ら
自
動
車

で
駅
ま
で
行
き
、
駐
車
後
、

鉄
道
を
利
用
し
て
目
的
地
に

向
か
う
こ
と
）
の
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
播
磨
徳
久
駅

と
三
日
月
駅
周
辺
に
無
料
駐

車
場
を
新
た
に
整
備
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
姫
路
市
で
は
播
磨

姫
新
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼ 

２
年
間
が
チ
ャ
ン
ス

高
速
化
と

一
時
間
一
本
の
運
行
に

利
用
促
進
に
向
け

沿
線
市
町
も
基
盤
整
備→

　

姫
新
線
が
３
月
13
日
か
ら
高
速
化
に
加
え
、
増
便
さ
れ
便
利
に
な
り
ま

す
。
増
便
は
２
年
間
の
試
行
で
す
。
こ
の
間
に
乗
客
数
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
が
、
姫
新
線
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
皆
さ
ん
の
意
識
的
な
姫
新
線
の
利
用
が
必
要
で
す
。
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高
岡
駅
の
駐
輪
場
の
拡
充
と

ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
が
、
た
つ

の
市
で
は
本
竜
野
駅
、
播
磨

新
宮
駅
の
駅
前
広
場
や
駅
舎
、

駐
車
場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

高
速
化
と
増
便
試
行
で
、

姫
新
線
の
利
便
性
は
向
上
し

ま
す
が
、
先
述
の
と
お
り
増

便
は
２
年
間
限
定
で
す
。

　

今
後
の
恒
久
的
な
運
行
便

数
の
確
保
に
は
、
２
年
間
で

利
用
者
を
増
加
さ
せ
、
維
持

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
通
勤
、

通
学
、
買
い
物
な
ど
様
々
な

生
活
の
場
面
で
、
意
識
的
に

利
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

便
利
に
な
っ
た
姫
新
線
を

維
持
す
る
た
め
、
ま
た
、
古

里
の
公
共
交
通
機
関
を
守
る

た
め
、
ぜ
ひ
姫
新
線
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

姫
新
線
を
守
る
た
め

  　

意
識
的
な
利
用
を

→

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け

ま
か
せ
て
会
員 

を
募
集

　町では、さよう子育て
支援センターで「ファミ
リーサポートセンター」
を開設する予定です。こ
のセンターは、子育ての
援助を受けたいかた（お
ねがい会員）と、援助し
たいかた（まかせて会員）
が、会員相互の援助を有
料で行う組織です。
　今回募集するのは、「ま
かせて会員」です。

【役割】一時的で、軽易
　なお手伝いをするもの
　です。例えば保育園な
　どまでの送迎のほか、
　■保育園など開始前、終了後
　■短時間の外出をするとき
　■冠婚葬祭や行事のとき
　などの場合、まかせて会員の自宅
　で子ども（原則０歳～小学６年生）
　をお預かりします。なお、宿泊は
　行いません。

【対象】町内の 20 歳以上の健康な
　かたで、自宅で子どもを預かるこ
　とができるかたです。

【報酬】報酬は利用者（おねがい会員）
　が支払います。30 分あたり 250
　円～ 300 円の予定です。
■お問い合わせ
　福祉課　☎８２－０６６１

昨秋完成したさよう子育て支援センター

（写真上）播磨徳久駅前に新たに整備した駐車場は
　17 台のスペースを確保し、既設の駐車場も無料
　開放します。また三日月駅周辺にも 10 台分の
　無料駐車場を整備しました

（写真右）三日月駅に停車する新型車両と「がんば
　ろう佐用町」のヘッドマークをつけた車両
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こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
の
西
播
磨
予
選
（
30
校
・
７
，
０
６
６
作
品
の

応
募
）、
ま
た
西
播
磨
小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

（
65
校
・
３
，
９
８
５
作
品
の
応
募
）
で
、
優
秀
な
成
績

を
納
め
た
町
内
の
小
中
学
生
７
人
が
、
12
月
19
日
、
た

つ
の
市
総
合
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
「
西
播
磨
人
権
の

つ
ど
い
」
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
７
人
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
大
内
有
沙
さ
ん
は
、
大

勢
の
参
加
者
の
前
で
、
受
賞
し
た
人
権
作
文
を
朗
読
し

ま
し
た
。

■
人
権
作
文

　

最
優
秀
賞　

上
月
中
学
校　
　

３
年　

大
内
有
沙

　

優
秀
賞　
　

三
土
中
学
校　
　

３
年　

尾
﨑　

綾

　
　
　
　
　
　

県
立
大
付
属
中
学
校　

２
年　

岸
本
恭
子

　

奨
励
賞　
　

佐
用
中
学
校　
　

３
年　

上
村
祥
子

　
　
　
　
　
　

上
津
中
学
校　
　

２
年　

山
根
舞
子

　
　
　
　
　
　

三
日
月
中
学
校　

２
年　

三
浦
幸
輝

■
人
権
書
道

　

奨
励
賞　
　

徳
久
小
学
校　
　

４
年　

椿　

保
奈
瀬

●
最
優
秀
作
品
●

高
齢
化
が
進
む
中
で

　

上
月
中
学
校　

　
　

３
年　

大
内　

有
沙

　

現
在
の
日
本
は
少
子
高
齢

化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
で

私
た
ち
に
は
何
が
で
き
何
を

す
る
べ
き
な
の
か
。
こ
の
課

題
を
身
近
に
感
じ
て
い
な
い

人
も
多
い
。
し
か
し
一
人
一

人
が
こ
の
課
題
に
も
っ
と
向

き
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

私
は
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物

を
し
て
レ
ジ
に
並
ん
で
い
る

と
、
す
ぐ
前
に
お
ば
あ
さ
ん

が
い
た
。

「
お
会
計
、
１
，
４
７
０
円

で
す
。」

　

そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
鞄
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
財
布
を
出
し
、

ゆ
っ
く
り
と
お
金
を
数
え
始

め
た
。
一
つ
一
つ
の
行
動
が

遅
く
、
周
り
の
人
た
ち
は
イ

ラ
イ
ラ
し
て
い
た
。
や
っ
と

の
思
い
で
お
金
を
か
ぞ
え
、

お
金
を
出
そ
う
と
し
た
と
き

床
に
お
金
を
落
と
し
て
し

ま
っ
た
。

　

周
り
か
ら
は
、

「
も
お
、何
や
っ
て
ん
の
よ
。」

「
い
い
か
げ
ん
に
し
ろ
よ

な
。」

な
ど
、
ひ
ど
い
声
が
私
の
耳

に
聞
こ
え
て
き
た
。

　

私
は
そ
の
落
ち
た
お
金
を

一
緒
に
拾
っ
て
あ
げ
て
い
る

と
、
お
ば
あ
さ
ん
が
、

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
ご
め
ん

な
さ
い
。」

と
小
さ
な
声
で
言
い
、
お
金

を
拾
う
手
が
震
え
て
い
た
。

私
は
そ
の
と
き
、
何
て
残
酷

な
世
の
中
な
ん
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。
し
か
し
私
も
お
ば

あ
さ
ん
に
、

「
大
丈
夫
で
す
よ
。」

の
一
言
が
言
え
な
か
っ
た
。

周
り
の
目
が
怖
か
っ
た
の
だ
。

自
分
は
何
て
残
酷
な
人
間
な

ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
と
、
こ
の

よ
う
な
出
来
事
は
も
っ
と
増

え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
と

き
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き

る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
考
え
る

こ
と
は
違
う
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
声
を
か
け
て
も
い

い
し
、
手
伝
っ
て
も
い
い
。

何
よ
り
温
か
く
見
守
っ
て
あ

げ
れ
ば
い
い
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
、
他
人
か
ら
見
る
と

お
ば
あ
さ
ん
を
上
か
ら
見
て

い
る
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
私
は

や
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
。

　

将
来
、
私
た
ち
が
お
ば
あ

さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
と
き

初
め
て
お
ば
あ
さ
ん
の
本
当

の
辛
さ
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

で
も
、
そ
れ
か
ら
で
は
遅
い

の
だ
。
今
起
き
て
い
る
こ
と

は
今
何
と
か
し
な
く
て
は
解

決
し
な
い
。

　

昨
年
私
は
病
気
で
祖
父
を

亡
く
し
た
。
祖
父
は
何
も
食

べ
ら
れ
な
い
、
し
ゃ
べ
ら
れ

な
い
生
活
を
２
年
も
送
っ
た
。

自
分
の
病
気
が
治
ら
な
い
こ

町
内
か
ら
７
人
が
入
賞

西
播
磨
の
小
中
学
生
人
権
作
文
・
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

→
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と
も
知
っ
て
い
た
。
医
者
が
、

「
も
う
家
で
ゆ
っ
く
り
と
治

療
し
ま
し
ょ
う
か
。」

と
言
っ
た
。
し
か
し
祖
父
は

首
を
縦
に
振
ら
な
か
っ
た
。

私
は
な
ぜ
だ
か
わ
か
っ
て
い

た
。
祖
父
は
家
族
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
か
っ
た
の
だ
。

病
院
で
の
生
活
は
辛
か
っ
た

だ
ろ
う
。
し
か
し
一
言
も
文

句
を
言
わ
な
か
っ
た
。
い
や
、

言
え
な
か
っ
た
。
あ
の
時
、

祖
父
は
本
当
は
連
れ
て
帰
っ

て
ほ
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

だ
か
ら
今
起
き
て
い
る
こ
と

は
、
し
っ
か
り
と
み
ん
な
が

理
解
し
、
考
え
な
く
て
は
い

け
な
い
と
私
は
思
う
。

　

こ
の
世
の
中
に
は
い
ろ
い

ろ
な
人
が
様
々
な
思
い
を
抱

い
て
生
き
て
い
る
。
し
か
し
、

み
ん
な
同
じ
人
間
。
だ
か
ら

お
互
い
に
理
解
し
支
え
合
っ

て
生
き
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

　

も
し
こ
れ
か
ら
こ
の
よ
う

な
場
面
に
遭
遇
し
た
と
き
、

し
っ
か
り
と
考
え
、
思
っ
た

こ
と
を
行
動
に
出
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
私

と
同
じ
考
え
の
人
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
う

す
る
と
一
人
が
二
人
、
二
人

が
三
人
と
広
が
り
、
高
齢
者

に
対
す
る
考
え
方
も
変
わ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

高
齢
化
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、

高
齢
者
を
大
切
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

日
本
で
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
，
人
を
大
切
に
思
う
気

持
ち
な
の
だ
。

→

コンテスト西播磨予選で最優秀賞に選ばれた人権
作文を朗読する大内有沙さん（12月19日／たつの
市総合文化会館）

宿場町ひらふくまつり

　復興に向かう平福地域で、今年も
大名行列を行います。ぜひ、ご参加
ください。
■主催
　宿場町ひらふくまつり実行委員会
■開催日　４月 11 日（日）
■募集する役どころ
　殿様・奥方・姫君・家老・奉行・典医・
茶坊主は各１人、侍 14 人、腰元 10 人、
奴８人
■対象者　満 15 歳以上のかた
　※町内外は問いません
■応募締切　２月 26 日（金）
■決定　応募者が多数の場合は、抽
　選します。
■リハーサル　４月４日（日）に平
　福体育館で行います。
■申し込み・お問い合わせ
　郵便番号、住所、名前、年齢、性
別がわかるように、葉書・ファックス、
または電話でお申し込みください。
　〒 679-5380 佐用町佐用 2611-1
　　 佐用町役場商工観光課
　　☎８２- ０６７０

大
名
行
列
出
演
者
募
集



�

■お問い合わせ　選挙管理委員会（総務課）
　　　　　　　　☎８２－２５４９

４月25日日  投票日

告示日 ４月20日火  
期日前投票 ４月21日水～24日土

佐用町議会議員選挙
私たちの代表を決める大切な選挙です

　４月30日任期満了による佐用町議会議
員選挙を次の日程で執行します。

■立候補者説明会
　日時　３月26日（金）午後１時30分～
　場所　さよう文化情報センターギャラリー

■申し込み・お問い合わせ
国際交流協会（まちづくり課）

☎８２－０６６４

韓国家庭料理教室
参加者募集

　料理を通じて国際交流しませんか。
■日　時　　３月14日（日）
　　　　　　午前10時～午後２時
■場　所　　上月中学校家庭科室
■講　師　　金　泰子さん
■参加費　　一人500円
■持参物　　エプロン、三角巾
■募集人数　先着20人
■申込期限　３月１日（月）

復
興
へ
の
道
を
模
索

　

県
佐
用
庁
舎
前
で
１
月
16

日
、「
ぼ
う
さ
い
朝
市
」
が

開
か
れ
、
多
く
の
地
域
住
民

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
「
ぼ
う
さ
い
朝
市
」
と
は
、

過
去
の
大
災
害
の
被
災
地
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
各

地
か
ら
お
い
し
い
産
品
を
集

め
、
交
流
を
通
じ
災
害
時
の

助
け
合
い
の
絆
を
築
く
た
め
、

全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
国
土
交
通
省
の

支
援
を
受
け
、
町
商
工
会
や

佐
用
・
石
井
・
海
内
の
地
域

づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
構
成

す
る
「
防
災
に
強
い
地
域
づ

く
り
推
進
協
議
会
」
主
催
で

行
わ
れ
た
も
の
。
長
野
県
飯

山
の
り
ん
ご
豚
ま
ん
や
山
形

県
酒
田
の
芋
煮
な
ど
数
々
の

販
売
ブ
ー
ス
に
は
、
多
く
の

買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
同
協
議
会

は
12
月
下
旬
か
ら
、
商
工
会

と
連
携
し
て
毎
週
土
曜
日
に

海
内
・
石
井
地
域
へ
の
移
動

販
売
車
事
業
を
、
ま
た
１
月

27
日
に
は
、
み
う
ち
若
杉
館

で
移
動
商
店
「
明
る
い
農
村

食
堂
イ
ナ
カ
ー
デ
」
を
実
施

し
、
災
害
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
商
店
の
活
性
化
や
、
商

店
街
か
ら
離
れ
た
地
域
に
住

む
高
齢
者
な
ど
の
生
活
支
援

な
ど
を
試
行
し
な
が
ら
、
防

災
力
の
強
化
と
復
興
へ
の
道

を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
千
種
和
英
さ

ん
（
中
町
）
は
「
朝
市
は
一

つ
の
き
っ
か
け
。
様
々
な
取

り
組
み
の
中
で
、
防
災
へ
の

気
運
づ
く
り
と
、
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た

い
」
と
熱
を
込
め
て
話
し
て

い
ま
し
た
。

ぼ
う
さ
い
朝
市
と
移
動
販
売
や
移
動
商
店
事
業
を
展
開

移動販売車で買い物を楽しむ人たち（海内） 鹿児島黒豚の豚汁を買い求める子どもたち
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激動の時代を生き抜いた

百歳の笑顔展

午前９時～午後５時
２月13日土～17日水

さよう文化情報センター

日時

場所

※1�日（月）は除く

エントランス・ホワイエ

　明治・大正・昭和・平成を生き抜いた百歳
のかたがたのほっこりとする笑顔の写真展。
中高年向き地域情報誌「にっち倶楽部」の巻
頭を飾った写真とメッセージが展示されます。

■お問い合わせ　生涯学習課　☎８２－３３３６

芦屋市で行われた写真展のようす

神
戸
か
ら
復
興
を
見
つ
め
て
い
ま
す

混
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
チ
ー
ム
神
戸
」
が
町
内
拠
点
を
撤
収

　

水
害
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク

佐
用
教
会
を
拠
点
に
被
災
者

支
援
を
行
っ
て
き
た
混
成
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア「
チ
ー
ム
神
戸
」

が
１
月
17
日
、「
１
・
１
７
交

流
会
」
を
佐
用
マ
リ
ア
幼
稚

園
で
開
催
し
、
１
月
末
を

も
っ
て
こ
の
拠
点
を
撤
収
し

ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
被
災
し
た
か
た

を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
知
り
合
っ
た
団
体
や

企
業
で
構
成
さ
れ
、
８
月
10

日
か
ら
佐
用
町
に
入
り
、
１

か
月
後
に
同
教
会
に
拠
点
を

構
え
ま
し
た
。
以
降
、
被
災

家
屋
の
補
修
や
冬
物
衣
類
、

布
団
な
ど
の
配
布
、
仮
設
住

宅
な
ど
で
生
活
支
援
な
ど
、

被
災
者
に
密
着
し
た
活
動
を

展
開
し
、
延
べ
５
０
０
人
の

ス
タ
ッ
フ
を
動
員
。
被
災
者

の
心
の
支
え
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

午
後
５
時
か
ら
始
ま
っ
た

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
上

月
太
鼓
の
演
奏
や
同
幼
稚
園

児
の
合
唱
の
ほ
か
、
手
打
ち

う
ど
ん
、
イ
ノ
シ
シ
汁
な
ど

が
無
料
で
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
佐
用
町
の
土
地
柄
、
人

が
分
か
ら
な
か
っ
た
私
た
ち

の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
、
地
域
の
人
た
ち
の

お
か
げ
。
そ
の
感
謝
の
意
味

を
込
め
て
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
す
同
チ
ー
ム
代
表
の
金

田
真
須
美
さ
ん
。ま
た「
チ
ー

ム
は
撤
収
し
ま
す
が
、
神
戸

か
ら
新
た
な
支
援
を
は
じ
め

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
町
民
の
皆

さ
ん
に
激
励
の
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

参加者に声をかける金田代表（左） 大勢の前で感謝の気持ちを歌うマリア幼稚園児
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第
５
回
子
ど
も
会
駅
伝
大
会

■
日
時　

１
月
17
日
（
日
）

■
場
所　
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
周
辺

【
男
女
混
合
の
部
】

■
優
勝　

上
月
小
Ａ

　
（
小
林
睦
希
、
岡
本
杏
香
、

永
見
明
渚
、
反
橋
英
志
、
小
林

冴
、
廣
畑
里
奈
、
加
古
原
慧
、

大
西
寛
人
）

■
準
優
勝　

佐
用
小
Ａ

　
（
八
木
瑞
樹
、
長
谷
川
奈
央
、

横
山
光
、
千
種
海
人
、
鎌
田
紗

衣
、
山
根
崇
純
、
衣
笠
直
央
、

川
村
浩
晃
）

■
第
３
位　

中
安
小
Ａ

　
（
森
﨑
元
、
稲
田
勝
磨
、
松

浦
未
羽
、
森
崎
廉
、
南
波
里
菜
、

寺
本
葵
、
稲
谷
未
来
、
山
本
源
）

■
個
人
賞

【
男
子
】

第
１
位　

小
林
睦
希（
上
月
小
Ａ
）

第
２
位　

大
西
寛
人（
上
月
小
Ａ
）

第
３
位　

加
古
原
慧（
上
月
小
Ａ
）

【
女
子
】

第
１
位　
長
谷
川
奈
央（
佐
用
小
Ａ
）

第
２
位　

永
見
明
渚（
上
月
小
Ａ
）

　

〃　
　

小
林　

冴（
上
月
小
Ａ
）

【
男
子
の
部
】

■
優
勝　

佐
用
小
Ａ

　
（
井
上
悠
杜
、
井
上
琢
杜
、

坂
野
夏
、
山
田
峻
輝
、
山
本
開

斗
、
前
谷
隼
規
）

■
準
優
勝　

幕
山
小

　
（
妹
尾
翔
希
、
𠮷
田
哲
平
、

児
嶋
初
紀
、
永
井
博
章
、
小
林

竜
太
、
谷
口
裕
典
）

■
第
３
位　

三
日
月
小
Ｂ

　
（
井
口
尚
哉
、
戸
井
本
郁
也
、

小
笹
直
輝
、
新
田
哲
也
、
新
田

祐
大
、
舟
曳
裕
斗
）

■
個
人
賞

第
１
位　

前
谷
隼
規（
佐
用
小
Ａ
）

第
２
位　

髙
見　

翔（
久
崎
小
Ａ
）

第
３
位　

山
本
開
斗（
佐
用
小
Ａ
）

【
女
子
の
部
】

■
優
勝　

久
崎
小
Ａ

　
（
高
見
香
澄
、
竹
田
衣
里
、

髙
見
真
奈
、
村
上
祐
姫
、
山
本

こ
こ
ろ
、
坂
本
有
希
恵
）

■
準
優
勝　

三
河
小
Ａ

　
（
森
田
真
穂
、
藤
本
樹
里
、

阿
曽
沙
耶
、
井
上
恵
梨
香
、
尾

﨑
希
、
勝
山
紗
帆
）

■
第
３
位　

徳
久
小
Ａ

　
（
段
城
衣
舞
、
舟
引
千
紘
、

河
田
唯
、
加
藤
美
波
、
春
名
茜

里
、
山
根
早
絵
）

■
個
人
賞

第
１
位　
坂
本
有
希
恵（
久
崎
小
Ａ
）

　

〃　
　

森
田
真
穂（
三
河
小
Ａ
）

第
３
位　

山
根
早
絵（
徳
久
小
Ａ
）

第
36
回

　
郡
少
年
柔
剣
道
交
歓
大
会

■
日
時　

12
月
13
日
（
日
）

■
場
所　

上
月
中
学
校
体
育
館

※
優
勝
し
た
個
人
・
団
体
の
み
掲
載

【
柔
道
団
体
戦
の
部
】

小
学
生
の
部

　

上
月
蛍
柔
館
Ａ

【
柔
道
個
人
戦
の
部
】

保
育
所
・
幼
稚
園
の
部

　

中
嶋
悠
陽（
三
日
月
広
道
館
）

小
学
１
年
生
の
部

　

寺
本
照
英
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
２
年
生
の
部

　

上
谷
海
那
斗
（
三
日
月
広
道

館
）

小
学
３
年
生
の
部

　

嶋
田
拓
真
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
４
年
生
の
部

　

山
口
想
羅
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
５
年
生
の
部

　

嶋
田
哲
吏
（
上
月
蛍
柔
館
）

小
学
６
年
生
の
部

　

安
東
歩
花（
三
日
月
広
道
館
）

中
学
生
の
部

　

山
田
琢
己
（
上
月
蛍
柔
館
）

【
剣
道
団
体
戦
の
部
】

小
学
低
学
年
の
部

　

南
光
剣
友
会
Ａ

小
学
高
学
年
の
部

　

南
光
剣
友
会
Ａ

中
学
生
の
部

　

南
光
剣
伸
会
Ａ

【
剣
道
個
人
戦
の
部
】

小
学
１
・
２
年
生
の
部

　

豊
岡
李
矩
（
南
光
剣
友
会
）

小
学
３
年
生
の
部

　

児
嶋
克
哉
（
上
月
剣
友
会
）

小
学
４
年
生
の
部

　

豊
岡
龍
弥
（
南
光
剣
友
会
）

小
学
５
年
生
の
部

　

児
嶋
初
紀
（
上
月
剣
友
会
）

小
学
６
年
生
の
部

　

森
﨑　

元
（
南
光
剣
友
会
）

中
学
生
の
部

　

舟
引
千
春
（
南
光
剣
伸
会
）

みんなのスポーツ
がんばった人たちに

敬称略

緊張の一瞬（男子の部スタート）
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2010/ ２月号

　劇団カッパ座の楽しい公演です。ぜひ
親子でご来場ください。
■入場料　
　未就学児童の親子ペア 500 円
　小学生以上（1 人）500 円
　（当日各 300 円増し）
■お問い合わせ
　生涯学習課　☎８２－３３３６

プロデュースおりひめ
住民手づくり芝居第９弾

『月の伝説』
■日　時　2 月 27 日（土）午後 6 時 30 分開演
　　　　　2 月 28 日（日）午後 2 時          開演
■場　所　おりひめ文化ホール（さよう文化情報センター）
■入場料　前売り　一般　　     1,000 円
　　　　　　　　　高校生以下    500 円
　　　　　当日　　一般             1,200 円
                                     高校生以下     600 円
■キャスト（敬称略）
　井上芽依 ( 海内 )、大谷紅葉 ( 庵 )、川本侑奈 ( 青木 )、
田中南 ( 大船 )、矢代美咲 ( 延吉 )、横山未来 ( 下長尾 )、北村一葉（上町）、盛本きらら ( 上町 )、
一色真実 ( 中町 )、沖  里美 ( 上郡町 )、山田美菜子（中上月）、金田妙子 ( 姫路市 )、羽山芳子

（山平）、黒田みちよ（中町）、藤木貞子（上長尾）
■お問い合わせ　生涯学習課　☎８２－３３３６

南光子ども歌舞伎伝達式

　子ども歌舞伎クラブの稽古の成果を披露し、
在校生や地域の方々に民俗芸能の継承を伝える
恒例の公演です。今回の演目は 播州歌舞伎「寿 
式三番叟」です。
　あたたかい服装でお越しください。

■お問い合わせ
　南光支所地域振興課　☎７８－０１２３

午後２時�0分開演
３月１日月

三河小学校体育館

日時

場所

三匹のこぶた
劇団カッパ座

午後２時開演
３月７日日

おりひめ文化ホール

日時

場所
（さよう文化情報センター）

入場無料

昨年の公演
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平成22年
成人式

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て

に
責
任
を
持
と
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま
わ
り

の
人
に
感
謝
し
て
い
き
ま
す
（
井
上
陽
平
）
★
ま
だ
、
成

人
に
な
っ
た
実
感
は
わ
か
な
い
で
す
が
、
大
人
と
し
て
責

任
あ
る
行
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
（
上
野
雄
司
）
★
自

分
で
決
め
た
「
建
築
」
の
道
で
社
会
に
貢
献
出
来
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
（
宇
多
史
弥
）
★
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
素
敵
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
内
野
由

貴
）
★
介
護
福
祉
士
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
素
敵
な
女

性
に
な
る
ぞ
ー
（
笑
）
優
希
紋
ず
っ
と
仲
良
し
（
内
海　

紋
）
★
自
分
の
行
動
に
責
任
の
持
て
る
大
人
に
な
り
た
い
。

友
達
と
楽
し
い
お
酒
を
飲
み
た
い
で
す
（
内
海
宏
隆
）
★

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
り
ま
す
（
大
久
保
じ
ゅ
ん
）
★
両
親
に
感
謝
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
（
大
谷
竜
平
）
★
今
ま
で
色
ん
な

人
に
出
会
っ
て
、
学
ん
で
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
（
大
西
来
未
）

★
感
謝
と
謙
虚
な
気
持
ち
で
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で

向
上
し
て
い
き
ま
す
（
大
林
由
佳
）
★
自
分
に
責
任
の
持

て
る
大
人
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
「
挑
戦
」

し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
両
親
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
（
岡　

裕
也
）
★
と
に
か
く
頑
張

り
ま
す
（
岡
野
朋
仁
）
★
周
り
の
人
を
癒
せ
る
よ
う
な
心

の
優
し
い
女
性
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
（
岡
本　

彩
）

★
今
ま
で
出
会
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、
い
つ
ま
で
も
笑
い

を
忘
れ
ず
、
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
（
岡
本
成
美
）
★

今
年
か
ら
社
会
人
な
の
で
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ

て
、
が
ん
ば
り
ま
す
（
岡
本
麻
希
）
★
成
人
と
し
て
責
任

→

　

平
成
22
年
成
人
式
を
１
月
３
日
、
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
参
加
し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
２
２
５
人
。
そ
れ
ぞ
れ
晴
れ
姿
で
出
席
し

「
水
害
に
あ
っ
た
古
里
の
力
に
な
り
た
い
」「
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た

い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

新成人を代表して誓いの言葉を述べる
大久保じゅんさん（右）と山根啓司さん

★
大
人
と
し
て
、
そ
し
て
男
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
行
動

し
た
い
。
そ
れ
と
金
持
ち
に
な
っ
た
る
（
阿
部
真
也
）
★

夢
を
追
い
続
け
ま
す
（
天
野
樹
生
）
★
内
面
の
成
長
（
阿

山
由
依
）
★
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
成
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
（
安
東
知
子
）
★
大
人
の
仲
間
入
り
な
の
で
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
（
井
口
恵
梨
佳
）
★

目
標
を
持
ち
日
々
前
進
!!!
今
ま
で
私
を
支
え
育
て
て
く
れ

た
家
族
、
恩
師
、
友
人
達
に
感
謝
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
石
堂
瑠
奈
）
★
社

会
人
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、
新
成

人
と
し
て
頑
張
り
ま
す
（
井
圡
夏
美
）
★
い
つ
も
笑
顔
で

明
る
く
優
し
い
保
育
士
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
（
稲

岡
実
佳
子
）
★
親
に
頼
る
ば
か
り
の
自
分
を
卒
業
し
、

receving

か
らgiving

に
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
親
孝
行

を
少
し
ず
つ
し
て
い
き
た
い
で
す
（
稲
谷
早
紀
）
★
普
段

は
照
れ
く
さ
く
て
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
雅
彦
さ
ん
、

京
子
ち
ゃ
ん
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
２
人
の
子
ど
も
に
生
ま
れ
て
こ
れ
て
シ
ア
ワ
セ
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
バ
カ
息
子
を
よ
ろ
し
く
で
す
。
他

に
も
家
族
、
友
達
、
み
ん
な
み
ん
な
あ
り
が
と
う
。
感
謝

し
て
ま
す
。「
佐
用
」
大
好
き
や
で
ー
（
井
上
翔
太
）
★
さ

ら
ば
10
代
☆
心
身
と
も
に
し
っ
か
り
す
る
よ
う
努
め
て
ゆ

き
ま
す
。
え
り
か
ち
ゃ
ん
、
き
っ
と
大
丈
夫
だ
よ
（
井
上

真
生
）
★
社
会
人
と
し
て
恥
じ
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

地
元
を
愛
す
る
気
持
ち
は
今
で
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
～
ん

（
井
上
裕
司
）
★
成
人
に
な
り
自
由
に
で
き
る
分
や
る
こ
と

■
新
成
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

10



11

思
い
ま
す
。親
孝
行
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す（
熊
渕
健
二
）

★
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
頑
張
り
ま
す
（
桑
田　

壇
）
★
こ
こ
ま

で
育
て
、
見
守
っ
て
く
れ
た
親
や
家
族
の
み
ん
な
に
心
か

ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
20

歳
と
し
て
、責
任
あ
る
行
動
を
と
っ
て
い
き
た
い
で
す
（
幸

田
祥
平
）
★
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
人
に
優
し
く

思
い
や
り
を
持
ち
続
け
た
い
（
小
久
保
亜
泉
）
★
今
ま
で

以
上
に
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す（
小

竹
正
高
）
★
中
身
も
大
人
に
な
り
ま
す
（
後
藤
摩
耶
）
★

今
ま
で
の
人
生
を
か
て
に
し
て
、
未
成
年
の
頃
と
は
違
う
、

成
年
に
な
っ
た
自
分
と
い
う
も
の
を
前
面
に
出
し
て
、
仕

事
を
が
ん
ば
り
た
い
（
小
林
恭
平
）
★
常
に
感
謝
の
心
を

忘
れ
ず
、
又
、
自
分
自
身
も
多
く
の
人
に
感
謝
さ
れ
る
人

で
あ
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
夢
を
叶
え
る
為
、

頑
張
り
ま
す
（
小
林
弘
実
）
★
「
若
い
か
ら
し
よ
う
が
な
い
」

で
は
な
く
て
、「
若
い
の
に
す
ご
い
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
（
小
林
麻
衣
）
★
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。
幸
せ
に
な
り

ま
ぁ
ー
す
（
小
林
美
紀
）
★
初
心
を
忘
れ
ず
い
ろ
い
ろ
な

事
に
挑
戦
し
、立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す（
近
藤
勇
樹
）

★
大
人
に
な
る
（
坂
野
望
国
）
★
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り

ま
す
（
坂
本
誠
治
）
★
立
派
な
大
人
に
な
り
ま
す
（
坂
本

大
将
）
★
人
と
し
て
、
後
悔
の
な
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
。

「
絶
対
」
も
「
永
遠
」
も
な
く
て
も
、
笑
っ
て
「
楽
し
か
っ

た
ね
」
と
そ
ん
な
風
に
過
去
を
ふ
り
返
れ
る
日
が
来
る
こ

と
を
心
の
底
か
ら
願
い
ま
す
（
坂
本
美
和
）
★
成
人
に
な

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
一
つ
一
つ
の
行
動
に
責
任
を
も
つ

（
重
崎
紳
一
郎
）
★
責
任
あ
る
行
動
を
と
れ
る
20
歳
に
な
り

た
い
（
繁
延
祐
介
）
★
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
人
、
関
わ
っ

て
き
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

も
人
・
自
然
・
す
べ
て
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
笑
っ

て
楽
し
く
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
新
庄
真
実
）

★
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
の
で
き
る
立
派
な
人
間
に
な
り

ま
す
（
新
庄
優
輝
）
★
春
か
ら
社
会
人
で
す
。
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
一
日
一
日
を
大
切
に
し
ま
す
（
菅
原
優

里
）
★
今
以
上
に
自
立
の
で
き
る
し
っ
か
り
と
し
た
大
人

に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
杉
山
美
保
）
★
こ
れ

か
ら
も
自
分
ら
し
く
、立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
鈴

木
亜
弥
）
★
立
派
な
社
会
人
に
な
る
（
妹
尾
海
里
）
★
気

配
り
が
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
祖
開
光
晴
）
★

地
元
の
為
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
（
高
品
康
彦
）
★

正
直
、
ま
だ
成
人
に
な
っ
て
は
い
な
い
ん
で
す
。
ず
っ
と

マ
ン
ガ
か
い
て
ま
し
た
（
高
嶋
秀
幸
）
★
親
・
友
達
、
い

新成人の誓い（要旨）
　私たちはこの佐用の地で、家族や地
域の人たちに見守られながら育ってき
ました。ここに集う大切な友人と、喜
びや悲しみを分かち合い、成長してこ
られたのも、この町と地域の皆さまの
おかげです。
　この町は、昨年の台風第９号で甚大
な被害を受け、復旧最中ですが、これ
から町の復興と地域づくり・まちづく
りに寄与できるように、私たちも努力
していきたいと思います。
　そのためにも、自分の行動や言葉の
一つひとつに自覚と責任を持ち、夢と
希望に向かってまい進することを、こ
こに誓います。

多くの人からカメラを向けられ、大忙し
の新成人たち。「どのカメラ見たらええ
の？」

11

あ
る
行
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
（
岡
本
裕
佳
）
★
怪
我

の
な
い
よ
う
に
必
死
に
生
き
て
い
き
た
い
で
す
（
小
川
達

也
）
★
感
謝
と
本
気
！
（
奥
林
祥
大
）
★
成
人
に
な
っ
て

も
が
ん
ば
り
ま
す
（
尾
﨑
梨
恵
）
★
小
学
生
の
時
か
ら
大

好
き
だ
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
続
け
ら
れ
る
幸
せ
を
感
じ

な
が
ら
、
日
々
成
長
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
（
長
田

　

萌
）
★
皆
か
ら
頼
り
に
さ
れ
、
自
分
の
意
見
を
き
ち
ん

と
持
て
る
大
人
に
な
り
ま
す
（
押
田
有
梨
花
）
★
成
人
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
（
垣
内
理
絵
）
★
や
り
た

い
コ
ト
、
や
ら
せ
て
く
れ
て
る
親
に
は
、
ほ
ん
ま
感
謝
！

そ
し
て
、
今
日
を
迎
え
た
こ
と
に
も
感
謝
。
ま
た
、
み
ん

な
で
バ
レ
ー
が
し
た
い
っ
す
（
垣
谷
沙
希
）
★
頑
張
り
ま

す
（
蔭
山
恵
理
）
★
努
力
と
忍
耐
、
明
鏡
止
水
の
心
を
磨

く
（
蔭
山
昴
希
）
★
責
任
の
取
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
。

頑
張
り
ま
す
（
景
山
太
喜
）
★
お
菓
子
屋
さ
ん
を
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｎ
し
た
時
は
み
ん
な
来
て
ね
（
笠
間
遼
香
）
★
大
変
な
事

が
様
々
あ
り
ま
す
が
、
自
分
ら
し
く
頑
張
っ
て
い
け
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
ま
す
（
梶
生
弘
美
）
★
歯
科
衛
生
士
に

な
る
た
め
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
大
人

と
し
て
信
頼
さ
れ
る
人
間
に
な
り
た
い
で
す
（
片
山
摩
衣

子
）
★
昨
年
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
佐
用
町
出
身
者
と
し
て
恥
じ

な
い
よ
う
な
社
会
人
に
な
る
た
め
、
日
々
学
業
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
（
金
澤
嘉
紀
）
★
人
と
人
と
の
繋
を
大
切

に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
き
た
い
で
す
（
金
谷
衣

里
子
）
★
社
会
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
行
動
を
と
る

（
鎌
田
裕
太
）
★
責
任
を
持
っ
て
素
直
な
大
人
に
な
り
た
い

で
す
（
上
谷
和
樹
）
★
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
て
る
大

人
に
な
り
た
い
で
す
（
上
谷
智
瑞
）
★
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
今
ま
で
あ
り
が
と
う
！
早
く
親
孝
行
出
来
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
（
河
嶋
友
絵
）
★
お
酒
を
い
っ

ぱ
い
飲
む
（
衣
笠
優
作
）
★
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
目

標
に
向
か
っ
て
妥
協
せ
ず
に
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
木

下
佑
里
恵
）
★
20
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
周
り
の
誰
よ
り
も
多
く
、
笑
っ
て
い

た
い
で
す
。
人
に
感
謝
の
意
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
人
で
い

た
い
で
す
（
木
南
亜
沙
日
）
★
成
人
と
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
り
ま
す
。
素
敵
な
男
を
目
指
し
ま
す
（
木
南
良
介
）
★

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
心
の
広
い
人
間
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
（
木
村　

真
）
★
う
れ
し
い
で
す
（
国
広
翔
平
）

★
今
ま
で
、あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
（
久

保
あ
ゆ
み
）
★
新
成
人
と
し
て
立
派
に
清
く
正
し
く
頑
張

り
ま
す
（
久
保
一
真
）
★
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
て
嬉
し
く

→

長
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を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
（
飛
岡
亜
利
砂
）
★
周
り
の
人

達
に
感
謝
し
な
が
ら
日
々
成
長
し
た
い
（
飛
岡
広
大
）
★

今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
て
、
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
り
ま
す
（
富
島
三
香
子
）
★
新
成
人
と
し
て
自
覚

の
あ
る
行
動
を
と
り
自
分
を
高
め
て
い
き
た
い
（
留
田
明

加
）
★
大
人
に
な
っ
た
と
い
う
感
覚
は
ま
だ
無
い
で
す
が
、

責
任
と
自
覚
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
（
豊
福
誠
太
）
★
成
人
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
（
長
井
崇
浩
）
★
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
っ
て
い
ろ
ん
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い（
中

石
浩
太
朗
）
★
こ
れ
か
ら
は
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
あ

る
行
動
を
目
指
し
た
い
で
す
（
仲
江
悠
佑
）
★
男
と
し
て

（
長
峰
孝
明
）
★
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た

の
は
、
私
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
今

ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
（
西
坂
清
一
朗
）
★
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
て
る
大
人
に
な
り
ま
す
（
西
田
浩
晃
）

★
不
況
を
は
ね
返
す
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
（
西
田
有

哉
）
★
自
分
の
こ
と
に
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
た
い
で
す

（
入
田
愛
弓
）
★
社
会
に
役
立
つ
し
っ
か
り
と
し
た
大
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
（
根
岸
雅
也
）
★
今
の
自
分
を
越

え
る
（
野
村
昌
志
）
★
御
世
話
に
な
っ
た
皆
、
家
族
の
皆

あ
り
が
と
う
！
責
任
あ
る
大
人
に
な
り
ま
す
（
花
山
晃
士)

★
自
立
で
き
る
大
人
に
な
る
。
み
ん
な
に
感
謝
、
一
日
一

日
を
楽
し
く
、
大
切
に
し
て
い
く
（N

O
R H

AFIZO
 BIN

TI 
ABD

U
LLAH

）
★
成
人
と
な
り
、
気
持
ち
も
新
た
に
仕
事

に
遊
び
に
頑
張
り
ま
す
（
濵
田
ま
ど
か
）
★
今
年
は
も
う

少
し
ｍ
ａ
ｍ
ａ
と
し
て
成
長
し
た
い
で
す
＊　

STEP BY 
STEP -4.F

☆M
M

（
早
水
眞
依
）
★
20
歳
に
な
る
の
で
大

人
と
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
（
春
國
洋
基
）
★
こ
こ
ま
で

大
き
く
し
て
く
れ
た
親
に
感
謝
し
、
成
人
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
発
言
や
行
動
を
し
、立
派
な
大
人
に
な
る
だ
ニ
ャ

ン
（
春
名
陽
彦
）
★
仕
事
に
遊
び
、
毎
日
忙
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
（
春
名
章
宏
）
★
家
族
や
友
人
を
い
つ
も
大
切

に
で
き
る
大
人
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
（
春
名
美
由
貴
）

★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
へ
。
私
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
２
人
の
お
か
げ
で
こ
ん
な
に
良
い
子

で
優
し
い
子
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
（
笑
）
ま
だ
ま

だ
迷
惑
か
け
る
と
思
う
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね

（
平
井
詩
衣
那
）
★
成
人
に
な
っ
て
も
ま
だ
中
身
は
子
供

な
の
で
、
大
人
に
な
っ
た
な
ぁ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
人
の

振
る
舞
い
に
気
を
つ
け
て
日
々
の
生
活
を
送
り
た
い
で
す

（
平
田
健
治
）
★
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
（
廣

岡
正
大
）
★
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す

ろ
ん
な
人
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、Respect

さ
れ
る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
。

STEP BY STEP -4.F

☆M
M

（
髙
野
麻
里
菜
）
★
社
会
人

と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
行
動
を
と
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

す
（
孝
橋
征
治
）
★
ゆ
っ
く
り
も
っ
た
り
生
き
て
い
き
た

い
で
す
。
最
終
的
に
は
大
人
に
な
り
き
れ
な
い
大
人
に
は

な
ら
な
い
よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
（
高
畑
和
子
）
★
社
会

人
に
な
り
ま
す
の
で
頑
張
り
ま
す
（
高
原
槙
吾
）
★
何
で

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
（
髙
松
達
也
）
★
悔
い
の
な

い
楽
し
い
人
生
に
す
る
（
髙
見
貴
人
）
★
大
き
な
夢
を
も
っ

て
頑
張
り
ま
す
（
高
谷
省
吾
）
★
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
方

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
恩
返
し
し
て

い
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
（
竹
位
和
樹
）
★
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
（
竹
田
尚
未
）
★
こ
れ
か
ら

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
常
時
、
模
索
し
な
が
ら
前
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
（
竹
本
圭
佑
）
★
成
人
と
し
て
責
任

あ
る
行
動
を
心
が
け
ま
す
（
竹
本
早
希
）
★
成
人
式
を
迎

え
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
責
任
を
持
ち
仕

事
に
励
ん
で
い
き
ま
す
（
田
中
彩
加
）
★
立
派
な
大
人
に

な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
（
田
中
美
紀
）
★
こ
の
20
年
間

で
出
会
っ
た
す
べ
て
の
人
達
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

ほ
ん
で
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
な
ぁ
ー
（
谷
口　

翔
）
★

み
ん
な
を
笑
顔
に
し
、
感
謝
さ
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す

（
谷
口
遥
奈
）
★
成
人
式
で
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
が
い
る

の
で
と
て
も
楽
し
み
で
す
（
谷
口
諒
典
）
★
社
会
人
と
し

て
頑
張
り
ま
す
（
田
渕　

愛
）
★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

あ
り
が
と
う
！
ま
わ
り
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
人
に
な
り
た

い
で
す
（
田
村
有
里
恵
）
★
周
囲
か
ら
も
大
人
と
認
め
ら

れ
る
の
で
よ
り
一
層
、
努
力
し
た
い
で
す
（
土
川　

唯
）

★
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
（
寺
田　

綾
）
★
夢
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
り
ま
す
（
寺
田
正
太
）
★
責
任
あ
る
行
動
の
と

れ
る
社
会
人
に
な
り
ま
ー
す
!!
こ
れ
か
ら
も
仕
事
頑
張
り

ま
す
っ
（
寺
谷
沙
緒
里
）
★
社
会
人
と
し
て
責
任
を
持
っ

て
、
仕
事
を
頑
張
り
た
い
で
す
（
寺
本
る
り
子
）
★
20
歳

と
い
う
年
を
期
に
、
社
会
人
の
一
員
と
し
て
責
任
あ
る
行

動
を
し
、
そ
し
て
後
輩
の
見
本
と
な
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
（
戸
井
本
太
郎
）
★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

そ
し
て
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
に
感
謝
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
（
東
口
三
紗
）
★

自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
（
東

本
夏
美
）
★
社
会
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
（
土
海
洋
史
）
★
社
会
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
て
る
大
人
の
女
性

佐用チャンネルの取材も笑顔で応じます

（写真上）式典に参加する新成人の皆さん
（写真下）記念撮影のようす
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の
自
覚
を
持
っ
て
責
任
感
あ
る
行
動
を
し
、
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
り
ま
す
（
宮
本
郁
美
）
★
新
成
人
と
し
て
、
人
生

の
中
で
最
も
貴
重
な
今
の
時
間
、
決
し
て
戻
る
こ
と
の
な

い
時
代
を
無
駄
に
過
ご
さ
な
い
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
（
三
輪
勇
人
）
★
成
人
と
し
て
成
長
し
た
自
分

に
自
覚
を
持
ち
、
楽
し
い
人
生
を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

又
、こ
の
佐
用
町
で
成
人
を
迎
え
ら
れ
て
嬉
し
い
で
す
（
森

口
寛
之
）
★
周
り
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
、
ど
ん
な
と
き
も

自
分
を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
き
ま
す
（
保
田　

剛
）
★
今

ま
で
育
て
て
も
ら
っ
た
親
に
感
謝
し
、
立
派
な
大
人
に
な

り
ま
す
（
矢
野
浩
気
）
★
こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
日
々
を
大
切
に
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
矢

野
広
太
）
★
大
人
と
し
て
の
第
一
歩
！
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
（
山
口
雅
仙
）

★
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
（
山
下
真
央
）
★
責
任
あ

る
行
動
を
と
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
（
山
田
知
明
）
★

こ
の
春
、
高
専
専
攻
科
に
進
学
し
ま
す
。
ま
た
、
岡
山
県

高
野
連
の
審
判
員
と
し
て
、
岡
山
県
北
の
高
校
野
球
の
発

展
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
で
す
（
山
根
啓
司
）
★
過
去
の

出
来
事
を
教
訓
に
こ
れ
か
ら
を
全
力
で
突
き
進
ん
で
い
き

た
い
で
す
（
山
根
光
司
）
★
新
成
人
と
し
て
恥
じ
な
い
行

動
を
と
っ
て
い
き
た
い
（
山
村
沙
也
香
）
★
今
、
京
都
で

最
高
の
学
生
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
で
就
職
も

決
ま
り
、
社
会
人
と
し
て
立
派
に
羽
ば
た
き
た
い
と
思
い

ま
す
（
山
本
亜
希
）
★
何
歳
に
な
っ
て
も
20
歳
の
肌
を
保

て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
（
山
本
麻
未
）
★
大
阪
で
小
学
校

教
育
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
新
成
人
と
し

て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
２
年
後
に
は
親
孝
行
が
出
来
る
よ

う
に
、
立
派
な
社
会
人
を
目
指
し
ま
す
（
山
本
大
輔
）
★

今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
！
ほ
ん
と
に
ほ
ん
と
に
あ
り
が

と
う
♡devo8

．．．luv

．．．YCM
Y

（
山
本
麻
世
）
★
一

社
会
人
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
（
山
本
祐
治
）

★
素
敵
な
大
人
の
女
性
を
目
指
し
な
が
ら
、
私
な
り
の
幸

せ
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
（
山
本
里
恵
）

★
「
感
謝
」「
自
分
ら
し
く
」（
横
田
真
教
）
★
今
ま
で
以

上
に
自
分
の
言
動
に
責
任
を
持
ち
た
い
（
横
本
祐
太
）
★

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
を
し

た
い
（
横
山
沙
耶
香
）
★
大
学
卒
業
後
は
、
自
分
の
就
き

た
い
職
業
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
を
精
一
杯

努
力
し
た
い
（
芳
原
弘
樹
）
★
成
人
を
迎
え
た
の
で
今
ま

で
以
上
に
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
立
派
な
美
容
師

に
な
り
ま
す
（
米
田
朋
世
）
★
大
好
き
だ
か
ら
周
り
を
見

れ
る
ヒ
ト
に
な
り
た
い
♡devo8

．．．YCM
Y

．．．（
和
田

有
加
）

（
廣
瀨
慎
也
）
★
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
ん
な
に
お
お
き

く
な
り
ま
し
た
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
廣
瀬
美
奈
）

★
成
人
と
し
て
恥
の
な
い
常
識
の
あ
る
大
人
に
な
り
た
い

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
綺
麗
に
な
っ
て
大
好
き
な
人
の
お
嫁

さ
ん
に
な
り
た
ー
い
♡
（
笑
）
紋
優
希
ず
っ
と
仲
良
し
（
廣

瀨
優
希
）
★
こ
れ
か
ら
も
何
事
に
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
（
福
井　

翼
）
★
自
分
に
自
信
の
も
て
る
ヒ

ト
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
（
福
田
綾
美
）
★
大
人
と

し
て
社
会
人
ら
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
そ
し

て
今
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
（
福
田
尚
樹
）
★
と
う
と
う
20
歳
に
な
り
ま
し
た
！
も

う
少
し
お
世
話
か
け
ま
す
が
、
や
さ
し
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
（
福
地　

慧
）
★
20
歳
に
な

り
、
得
る
権
利
と
負
う
義
務
を
自
覚
し
、
社
会
の
一
員
と

し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
（
藤
木
亮
太
）
★
行
動
に

責
任
を
持
っ
て
、
大
人
の
女
性
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

人
生
、
楽
し
み
ま
す
（
藤
田
莉
紗
）
★
「
い
よ
い
よ
」
自

分
の
事
は
自
分
で
「
ケ
ツ
」
を
拭
か
な
い
か
ん
な
ぁ
（
藤

元
佑
次
）
★
周
り
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
と
と
も
に
、
何
事
に
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い

で
す
（
船
曵　

圭
）
★
が
ん
ば
り
ま
す
（
船
引
啓
佑
）
★

一
社
会
人
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
生
き
て
い
く（
舟

曵
拓
朗
）★
責
任
感
の
あ
る
大
人
に
な
り
ま
す（
船
引
佑
一
）

★
こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
の
責
任
を
持
っ
て
何
事
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
保
木
広
志
）
★
今

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
す
（
細
川
佳
恵
）
★
幼
い
頃
描
い
た
理
想
の
大
人
に

少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
努
力
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
桝
田
ひ
ろ
こ
）
★
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
立
派
な
社
会
人
に
な
り
た
い
で
す

（
松
浦
雅
岳
）
★
成
人
と
し
て
何
か
社
会
の
為
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
一
生
懸
命
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
（
松
阪
智
也
）

★
頑
張
り
ま
す
（
松
谷
綾
奈
）
★
20
歳
な
っ
た
よ
ー
!!!
こ

れ
か
ら
も
、
楽
し
い
人
生
送
り
ま
す
☆
よ
ろ
し
く
ネ
ち
え

ま
よ
わ
だ
ち
ゃ
ん
♡devo8

．．．YCM
Y

．．．（
三
枝
佑
美
）

★
ど
ん
ど
ん
新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
（
水
鳥
成

啓
）
★
新
成
人
と
し
て
、
自
分
の
言
動
に
責
任
の
も
て
る

大
人
に
な
り
ま
す
（
光
森
裕
紀
）
★
こ
れ
か
ら
は
人
に
頼

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
頼
り
に
さ
れ
る
立
派
な
大
人
に
な

り
た
い
で
す
（
光
森
康
人
）
★
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す

（
光
森
由
佳
）
★
20
歳
な
っ
た
よ
ー
!!!
こ
れ
か
ら
も
楽
し

い
人
生
送
り
ま
す
☆
よ
ろ
し
く
ネ
ゆ
み
ま
よ
わ
だ
ち
ゃ
ん

♡devo8

．．．YCM
Y

．．．（
三
宅
千
恵
）
★
大
人
と
し
て

「先生、久しぶり」「元気そうやな」。
恩師との再開に、笑顔がこぼれます

自分の夢に向かって頑張れ、新成人
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明るく楽しい話題がありましたらまちづくり課までご連絡ください。
まちづくり課　☎８２－０６６４

まちのわだい

FLASH  NEWS
 がんばろう佐用町大根？誕生
川原町の路上に大根が自生
　佐用小学校下の交差点の路上に、大根が自
生し、地域の話題となりました。これは、川
原町自治会長の小林義昭さんが、12 月 10 日、
周辺のそうじをする際に発見したもの。アス
ファルトを突き破り、元気に自生する大根に、
小林自治会長は「昨年の水害で種が流れ着き、
この地に根を張り成長したのでしょう。大根
も頑張っているから、私たちも復興に向けて
頑張りたい」と話していました。

路上に自生した大根と小林自治会長

大空にたこをあげる参加者

手作りたこの形や高さを競う
新春たこあげ大会
　三日月青少年健全育成活動委員会主催のたこ
あげ大会が１月 9 日、播磨科学公園都市内で
開催され、町内の子どもたち 35 人が参加しま
した。
　当日は晴天で風もあり、たこあげをするには
絶好の日和になりました。参加した子どもたち
は、それぞれ思い思いの絵を描いた自慢の手作
りたこを、勢いよく走って大空に舞い上げてい
ました。

被災地同士の絆「竹筒灯ろう」
ボランティアで竹筒灯ろうづくり
　町のボランティアグループ（ホルモンうどん
食わせ隊、南光ふれあい基金、手づくり文化ス
タッフ、星都づくり協議会）の 20 人が１月９日、
南光文化センター周辺で、阪神・淡路大震災の
犠牲者を鎮魂する「1.17 の集い」で灯

とも

される
竹筒の灯ろうを作成しました。
　13 年目を迎えるこの活動に、今回は阪神淡
路大震災当時、ふれあいキャンプにて旧南光町
で過ごした山田恭平さんも参加。お互いの絆を
確めながら、2,010 本の竹筒が作成されました。竹筒づくりに汗を流す山田さん（中央）
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まちのわだい

FLASH  NEWS

平福地域で新春歩こう会
　１月 10 日、平福地域づくり協議会と青少年
を育てる会平福地域部会主催の新春歩こう会
が、３月末に開通する鳥取自動車道をメーンに
行われました。
　コースは延吉クラブを発着点に往復８キロ。
参加した２３０人の皆さんは、自動車道から眺
める景色を楽しみながら、元気に歩きました。
　同協議会会長の井上薫さん（延吉）は「今回
のイベントが平福地域の復興の後押しとなれ
ば」と話していました。

自らの手で地域を守り育てる
江川地域で総合防災行事

　人のつながりで地域の防災力を高めようと、
江川地域づくり協議会と江川小学校が、１月
18 日、同小学校で総合防災行事を行いました。
　当日は防災授業参観が行われた後、ひょうご
防災特別推進員で一級建築士の原博元さんによ
る「災害への備え～地域ができることは～」を
テーマにした講演会が行われました。また、炊
き出し訓練をかねて参加者全員に豚汁が振舞わ
れ、参加した皆さんは防災への意識を高めてい
ました。

平和の大切さを伝えるために
国際平和絵本展とミニコンサート

　平和と寛容の国際絵本展「ハロー ･ ディア・
エネミー！ 80 作品展」と、ひかりのさと少年
少女合唱団の歌声を楽しむイベントが１月９
日、さよう文化情報センターで行われました。
　イベントの冒頭で、同合唱団の子どもたちが、
組曲「ちいちゃんのかげおくり」などを披露し
ました。その後、同絵本展実行委員長の桑田冨
三子さんから、佐用町に美智子妃殿下翻訳の絵
本 30 冊が寄贈されました。

高見副町長に絵本を寄贈する桑田さん（写真
上）と組曲を披露するひかりのさと少年少女
合唱団

コースを元気に歩く参加者の皆さん

地震を発生を想定し、机の下への非難
訓練をする子どもたち

平福地域の早期復興を願って
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デジタル放送
２月から開始！

デジタル放送（11CH）でご覧いただけます
　これまでアナログ放送でしか視聴できなかった佐用チャンネル（７CH）・ひめじチャンネル
（９CH）・特設チャンネル（11CH）が、２月からデジタル放送（11CH）で視聴できます。なお、
アナログ放送もこれまで同様視聴可能です。またデジタルとアナログの放送内容は同じです。

　　お手持ちのデジタルテレビ、デジタルチューナー内蔵録画機器でデジタル放送の佐用チャ
      ンネルをご覧いただくためには、チャンネルの再設定が必要です（デジタル放送はＵＨＦ
  　24CH で送信しています）。

1リモコンのメニューキー
　から初期設定を選択

▲

2チャンネル設定を選択し、デジタル放
　送の自動再スキャンを行ってください。

▲

3自動的にチャンネル調整が行われます
　ので、数分お待ちください。

4地上デジタル放送の 11CH をご確認く
　ださい。

設定終了

▼

▼

アナログ放送の
　佐用チャンネル（7CH）・ひめじチャンネル（9CH）・特設チャンネル（11CH）

リモコン テレビ画面

■チャンネルの設定方法

■デジタル放送の視聴方法

※チャンネルの設定方法は機種により異なります

　リモコンの 11 を押すと佐用チャンネルの放送がご覧いただけます。ひ
めじチャンネルや特設チャンネルをご覧の際は、11 を押した後でリモコ
ンのチャンネルボタン（右図参照）の　 を押すと姫路チャンネルが、も
う一回 　を押すと特設チャンネルが視聴できます。また、リモコンの番
組表ボタンを押すと、電子番組表がご覧いただけます。

▲

　佐用チャンネルでも、チャンネル設定方法などを紹介しておりますので、ご覧ください。

■お問い合わせ　まちづくり課　☎８２－０６６４
　

入
居
申
込
を
す
る
と
、
資
格
審
査
後
、
入

居
者
選
考
委
員
会
で
順
位
が
決
ま
り
、
登
録

者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
空
家
が
出
た
場
合
、

名
簿
順
に
入
居
で
き
ま
す
。

　

登
録
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
４
月
１
日

（
木
）
か
ら
９
月
30
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

■
入
居
募
集
住
宅

　
【
佐
用
地
域
】
上
町
住
宅
・
山
王
住
宅
・
柴
谷

住
宅
【
上
月
地
域
】
幕
山
住
宅
・
力
万
住
宅
・
上

上
月
住
宅
・
久
崎
住
宅
（
新
）【
南
光
地
域
】
下

徳
久
住
宅
・
三
河
住
宅
【
三
日
月
地
域
】
屋
敷
前

住
宅
・
田
此
住
宅
・
中
町
住
宅
・
祇
園
住
宅

■
書
類
配
布
・
受
付
期
間

　

２
月
８
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）
ま
で

■
入
居
資
格　

　

税
金
の
滞
納
が
な
い
か
た
、
同
居
す
る
親
族

の
あ
る
か
た
、
収
入
基
準
に
合
う
か
た
な
ど

■
申
込
書
類　

申
込
書
、
入
居
し
よ
う
と
す

　

る
家
族
で
所
得
の
あ
る
か
た
全
員
の
所
得

　

証
明
書
と
納
税
証
明
書
、
住
民
票
が
必
要

■
そ
の
他　

収
入
基
準
、
家
賃
な
ど
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　

建
設
課　

☎
82
・
２
０
１
９

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▲

＜

＜
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住宅再建支援制度 　町では昨年の台風９号で、住宅に被害を受けられ
たかたが住宅を再建する際の支援を行っています。

手続きはお早めに

　住宅を建設・購入・補修するための借入
金の利息の一部を助成します。
■ 対象者
①半壊以上で住宅を解体し、500 万円以上
　の融資を受け、町内で住宅を建設・購入
　するかた
②床上浸水以上の住宅を 500 万円以上の融
　資を受け、補修するかた
■利子補給の対象となる融資
　国県の融資及び民間の金融機関の住宅融資
■利子補給率　1.9％（平成 21 年 12 月 16 日現在）
■利子補給期間　当初５年間
■申請期限　平成 25 年３月 31 日まで
　※申請は最終資金の交付後原則１か月以内

　高齢者の住宅の建設・購入費用の一部を助成
します。
■対象者（次のすべてに該当するかた）
①満 65 歳以上で、世帯の生計を維持するかた
②半壊以上の住宅を解体し、新たに町内で住
　宅を建設・購入するかた
　※建設・購入に要する経費が 500 万円以上
　※住宅部分の床面積が 175㎡以下（175㎡を
　超える場合は、当該床面積が上限）
■ 助成金額　100 万円（定額）
■ 申請期限　平成 25 年３月 31 日まで
　※申請は建設または購入後

　住宅再建の間、一時的に民間賃貸住宅に転居する場合、家賃を一部助成します。
■対象者
　生計を維持するかたの被災前年の総所得金額が 730 万円以下である世帯の世帯主で、次の
いずれかに該当するかた
　①持家を解体し建設・購入するか持家を補修する場合、県内の民間賃貸住宅に転居するかた
　②借家の場合、県内の民間賃貸住宅に転居し、再建後の借家に再入居するかた
■助成金（月額３万円が上限）
　・持家の場合は、家賃月額の１／２
　・借家の場合は、被災時に居住していた借家の家賃を差し引いた額の１／２
■助成期間　６か月以内
■申請期限　平成 24 年３月 31 日まで　※申請は再建した住宅に戻った後になりますが、借家
　の契約書及び家賃の領収書が必要になります。

住宅再建に伴う一時転居者支援

高齢者住宅再建支援 住宅災害復興融資利子補給

住宅再建に伴う一時転居者支援お問い合わせ　災害復興対策室　☎８６－８７５５（上月）　☎８２－２４６０（佐用）
　

12
月
24
日
、
第
２
回
目
の
災
害
復
興
計

画
検
討
委
員
会
が
、
さ
よ
う
文
化
情
報
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
ご
と
に

開
催
し
た
「
意
見
交
換
会
」
や
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

計
画
の
基
本
方
針
・
骨
子
（
案
）
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
各
協
議
会
か
ら
は
「
保
水

力
を
高
め
る
森
林
の
管
理
」、「
地
域
防
災

力
の
向
上
」、「
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
対

応
」
な
ど
共
通
し
た
意
見
が
、
ま
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
は
「
避
難
開
始
時
刻
」、「
防

災
行
政
無
線
の
受
信
状
況
」
な
ど
の
デ
ー

タ
を
基
に
議
論
が
進
み
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
※
を

募
集
し
、
３
月
下
旬
に
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
す
。

※
パ
ブ
ッ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト　

広
く
意
見

　

や
改
善
案
な
ど
を
求
め
る
手
続
き

■
お
問
い
合
わ
せ

　

災
害
復
興
対
策
室

　
　
　
　
　

☎
86
・
８
７
５
５
（
上
月
）

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
４
６
０
（
佐
用
）

計
画
方
針
・
骨
子
（
案
）
を
議
論

第
２
回
復
興
計
画
検
討
委
員
会

いずれの申請にも必要書類がありますので、事前に災害復興対策室までお問い合わせください。
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■
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書

　

個
人
事
業
主
の
か
た
な
ど
、

営
業
所
得
や
農
業
所
得
、
不

動
産
所
得
の
あ
る
か
た
は
、

事
業
の
収
入
や
経
費
の
内
訳

を
記
載
し
た「
収
支
内
訳
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す
。
事
前

に
作
成
し
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
控
除　

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に

は
、人
ご
と
に
計
算
し
た「
医

療
費
明
細
書
」
を
作
成
し
、

領
収
書
と
併
せ
て
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■
障
害
者
控
除　

　

本
人
や
配
偶
者
、
扶
養
控

除
を
受
け
る
か
た
が
、
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
、

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

手
帳
が
な
く
て
も
、
要
介
護

認
定
な
ど
で
日
常
生
活
自
立

度
が
中
程
度
以
上
の
か
た
は
、

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
健
康
課
・
各

地
域
事
務
所
で
手
続
き
を
し

て
、
控
除
対
象
者
認
定
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
災
害
関
連
控
除

　

昨
年
の
災
害
で
住
宅
や
家

財
、
自
家
用
車
な
ど
に
損
害

を
受
け
た
場
合
、
被
災
状
況

に
応
じ
て
税
を
軽
減
で
き
ま

す
。

　

下
表
の
添
付
書
類
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
農
業
所
得
申
告　

　

事
業
と
し
て
農
業
を
営
み
、

農
業
所
得
の
あ
る
場
合
は
申

告
が
必
要
で
す
。
自
家
消
費

す
る
米
の
み
の
生
産
や
、
農

地
保
全
の
た
め
に
農
業
を
営

ん
で
い
る
場
合
、
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
21
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
、
平
成
22
年
度
町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は

２
月
16
日
火
～
３
月
15
日
月
ま
で

■
公
的
年
金
収
入
の
み
の
か
た

　

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の

か
た
で
、
65
歳
未
満
で
公
的

年
金
収
入
が
98
万
円
以
下
、

65
歳
以
上
で
公
的
年
金
収
入

が
１
４
８
万
円
以
下
の
か
た

は
、
申
告
は
不
要
で
す
。

■
町
県
民
税
の
申
告　

　

生
活
保
護
、
無
職
、
遺

族
・
障
害
年
金
の
収
入
の
み

な
ど
、
平
成
21
年
中
に
収
入

の
な
か
っ
た
か
た
も
申
告
は

不
要
で
す
が
、
低
所
得
判
定

な
ど
の
負
担
軽
減
措
置
を
受

け
る
た
め
に
、
申
告
書
裏
面

の
「
収
入
が
な
か
っ
た
か
た

の
記
載
欄
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
申
告
会
場
ま
た

は
税
務
課
、
各
支
所
、
出
張

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
給
与
所
得
者
の
か

た
で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
、

ほ
か
の
収
入
も
な
い
か
た
や
、

税
務
署
な
ど
で
確
定
申
告
を

済
ま
せ
た
か
た
は
、
町
県
民

税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

■
青
色
申
告
・
消
費
税
申
告

　

町
の
申
告
相
談
で
は
、
青

色
申
告
、
消
費
税
申
告
の
申

告
相
談
は
行
え
ま
せ
ん
。

　

３
月
２
日
（
火
）
の
税
務

署
・
税
理
士
の
申
告
相
談
日
、

ま
た
は
相
生
税
務
署
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２

項目 添付または提示する書類

収
入

 営業・農業・不動産等  収支内訳書
 給与・公的年金  源泉徴収票（原本）
 その他の雑所得  支払額などの証明書
 一時所得  支払額などの証明書

控
　
除

 災害関連控除

 り災証明書、被災証明書、被災した
 住宅の取得年月・床面積、自家用自
 動車の取得年月・取得価額などがわ
 かるもの、修繕費・除去費など災害
 関連支出の領収書、損害保険金・支
 援金等補てんされた金額のわかるも
 の 

 医療費控除
 医療費明細書、医療費の領収書
 等、おむつ代の医療費控除は お
 むつ使用証明書（２年目以降 は
 町発行のおむつ使用確認書）

 社会保険料控除  社会保険料（国民年金保険 
 料）控除証明書等

 生命保険料控除  支払額などの証明書
 地震保険料控除  支払額などの証明書

 寄付金控除  寄付した団体などから交付
 された寄付金の受領書

 住宅借入金等
 特別控除

 初年度…住民票の写し・登記事
 項証明書・請負契約書の写しな
 ど（取得年月日、床面積、請負
 代金がわかるもの）、年末残高 
 等証明書

そ　の　他  還付の場合は振込先金融機
 関の口座、印かん

申告に必要なもの
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2010/ ２月号

要介護
認定者 障害者控除を受けられます
　要介護認定などの日常生活自立度（寝た
きり度など）が中程度以上で、町長の認定
を受ければ、障害者控除を受けられます。
　健康課・各地域事務所で手続きをしてく
ださい。

おむつ代の医療費控除
　おむつ代の医療費控除を受けるには、医
師の使用証明書が必要です。ただし、控除
を受けるのが２年目以降の場合、要介護認
定の主治医意見書で必要性が認められれば、
町が確認書を発行しますので、健康課・各
地域事務所で手続きをしてください。

■お問い合わせ　健康課　☎８７－８０２０

家屋を解体した場合は
ご連絡を

　未登記家屋の新・増築や取り壊しについ
ては、それを把握することは困難です。課
税漏れや誤って課税する恐れがありますの
で、ご連絡ください。
　また、居住用家屋を取り壊された場合は、
土地の税額が増える場合があります。住宅
再建の予定があれば、住宅用地申告書を提
出していただくことで、軽減の特例措置が
受けられることがありますので、税務課ま
でご相談ください。

■お問い合わせ　税務課　☎８２－０６６２

■
火
災
は
過
去
最
少

　

火
災
件
数
は
９
件
で
、
過
去

最
少
と
な
り
ま
し
た
。
火
災
種

別
で
は
建
物
火
災
５
件
、
車
両

火
災
１
件
、
そ
の
他
火
災
３
件

で
、
地
域
別
で
は
佐
用
地
域
３

件
、
上
月
地
域
２
件
、
南
光
地

域
２
件
、
三
日
月
地
域
２
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
救
急
も
減
少

　

救
急
件
数
は
７
９
７
件
で
、

過
去
最
多
を
記
録
し
た
前
年
に

比
べ
43
件
減
少
し
ま
し
た
が
、

過
去
２
番
目
に
多
く
、
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

事
故
種
別
で
み
る
と
、
急
病

が
４
４
６
件
、
一
般
負
傷
86

件
、
交
通
事
故
75
件
、
転
院
搬

送
１
６
６
件
、
そ
の
他
24
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
搬
送
人
員
は

７
７
８
人
で
し
た
。
水
害
の

あ
っ
た
８
月
は
過
去
最
高
の

１
２
５
件
を
記
録
し
ま
し
た
。

■
救
助
は
微
増

　

救
助
件
数
は
31
件
で
、
８
月

の
水
害
関
係
の
出
動
が
増
え
た

も
の
の
、
前
年
の
26
件
に
比
べ

微
増
す
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

事
故
種
別
で
み
る
と
、
水
害

の
た
め
自
然
災
害
が
19
件
と
最

も
多
く
、
交
通
事
故
11
件
、
そ

の
他
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
で
、
47
人
を

救
出
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
出
動
は
増
加

　

そ
の
他
の
出
動
件
数
は
、
前

年
か
ら
大
幅
に
増
え
52
件
と
な

り
ま
し
た
。
種
別
で
み
る
と
、

救
急
支
援
20
件
、
検
索
出
動
14

件
、
誤
報
６
件
、
捜
索
３
件
、

そ
の
他
９
件
で
し
た
。

※
そ
の
他
出
動
：
救
急
隊
だ
け

で
は
活
動
が
困
難
な
場
合
の
救

急
支
援
、
炎
や
煙
の
確
認
出
動
、

行
方
不
明
者
捜
索
な
ど
の
活
動
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　

☎
82
・
３
８
７
２

火
災
は
減
少　

救
急
の
増
加
傾
向
続
く

平
成
21
年　

火
災
・
救
急
・
救
助

火災件数の推移

救急件数の推移

救助件数の推移

その他件数の推移
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午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し

　

コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

お
は
な
し
会

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

■
２
月
の
お
は
な
し

　
「
か
え
る
を
の
ん
だ
と
と
さ
ん
」

■
申
し
込
み　

不
要

【
大
き
い
人
（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

■
２
月
の
お
は
な
し

　
「
旅
人
馬
」

■
申
し
込
み　

不
要

お
り
が
み
教
室

■
日
時　

２
月
27
日(

土)

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報

　

セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も

　

※
保
護
者
の
参
加
も
可

■
２
月
の
お
り
が
み

　

図
書
館
で
は
、
図
書
館
の

行
事
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、

図
書
館
所
蔵
の
本
を
調
べ
た

り
、
所
蔵
の
本
を
予
約
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
ま

す
。
予
約
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
で
す
。
図
書
館
で
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
「
お
ひ
な
さ
ま
」

■
申
し
込
み　

不
要
。
折
り

　

紙
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
願
い
（
再
依
頼
）

　

昨
年
の
水
害
に
伴
い
、
所

蔵
図
書
な
ど
の
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。
水
害
で
流
失
、

破
損
し
た
図
書
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、
必
ず
図
書
館
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
ご
連
絡
が
な
い
場

合
、
今
後
督
促
状
を
送
付
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

     ２月   February   如月         3 月　March    弥生
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　   １ ２ ３ ４ ５ ６     １ ２ ３ ４ ５ ６
　７ ８ ９ 10 11 12 13  ７ ８ ９ 10 11 12 13
  14 15 16 17 18 19 20  14 15 16 17 18 19 20
  21 22 23 24 25 26 27  21 22 23 24 25 26 27
  28                    28 29 30 31

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前10時～午後６時

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

図書館カレンダー

　
「
１
月
17
日
子
ど
も
お
え

か
き
ケ
ア
」
と
題
し
、
第
２

回
佐
用
町
あ
お
ぞ
ら
色
彩
楽

園
「
絵
を
描
い
た
ら
元
気
に

な
る
よ
！
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
神
戸
に
拠
点
を
置
く
同

園
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
15
人

が
支
援
セ
ン
タ
ー
に
来
所

し
、
会
場
は
86
人
の
参
加
者

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

代
表
の
藤
井
昌
子
さ
ん
か
ら

誘
わ
れ
る
ま
ま
、
子
ど
も
た

ち
は
自
由
に
絵
を
描
き
は
じ

め
ま
し
た
。

　
「
好
き
な
も
の
を
描
く
・

塗
り
た
い
色
を
塗
る
・
作
り

た
い
も
の
を
作
る
・
色
水
を

作
る
・
怖
い
も
の
、
汚
い
も

の
を
描
く
」。
同
園
の
皆
さ

ん
の
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
は

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
も
の
で
し
た
。

　

絵
の
具
を
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

に
し
た
り
、
粘
土
を
こ
ね
た

り
し
て
楽
し
く
遊
ぶ
子
ど
も

の
表
情
は
真
剣
で
す
。
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
お
母
さ
ん

も
い
つ
の
ま
に
か
熱
心
に
描

き
始
め
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
外

の
フ
ェ
ン
ス
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
見
立
て
て
展
示
し
ま
し
た
。

誇
ら
し
そ
う
に
親
を
見
つ
め

る
子
ど
も
の
表
情
は
と
て
も

嬉
し
そ
う
で
し
た
。
表
現
し

た
も
の
が
受
け
止
め
ら
れ
、

心
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
と

き
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
な

か
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち

あ
ふ
れ
、
明
日
へ
の
一
歩
を

進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ

も
気
ぜ
わ
し
い
お
母
さ
ん
も
、

少
し
充
電
で
き
た
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。

マ
マ
プ
ラ
ザ
だ
よ
り

見
て
見
て
！
描
け
た
よ

　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

自由に絵を描く子どもたち
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成
年
後
見
制
度
と
は
、
知

的
・
精
神
障
害
や
認
知
症
な

ど
に
よ
っ
て
、
自
身
の
財
産

管
理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手

続
き
が
困
難
な
ど
、
一
人
で

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困

難
な
か
た
の
権
利
や
財
産
を

守
る
こ
と
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。
本
制
度
は
裁
判
所
に

申
し
立
て
し
て
受
理
さ
れ
る

と
、
後
見
人
が
選
任
さ
れ
、

後
見
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

後
見
人
の
中
に
は
、
弁
護

士
や
司
法
書
士
な
ど
第
三
者

が
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
全
体
の
約
７
割
が

親
族
を
後
見
人
と
し
て
選
ん

で
い
ま
す
。

　

後
見
人
は
、
財
産
管
理
や

本
人
に
代
わ
り
契
約
手
続
き

を
行
い
ま
す
。
し
か
し
一
般

的
に
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
は
、
成

年
後
見
人
養
成
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
仕
事
内
容
と

事
例
を
通
じ
、
成
年
後
見
に

つ
い
て
学
べ
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
か
た
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
２
月
の
養
成
講
座
】　

■
日
時　

２
月
27
日(

土)

　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

龍
野
商
工
会
議
所

■
費
用　

１
，
０
０
０
円

■
定
員　

１
０
０
人

■
締
切　

２
月
18
日(

木)

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

　
　

     

☎
87
・
８
０
２
０

●大人向けの本
　Windows ７楽々乗り換え術　－ Windows ７の基本操作を
　　バッチリ解説＆乗り換えの方法丸ごとガイド !!　　　　洋泉社
　幕末維新最後の藩主 ��� 人　－藩主たちは何を決断しど
　　う行動したか　　  新人物往来社／編　新人物往来社
　２００９年、なぜ政権交代だったのか　－読売・早稲
　　田の共同調査で読みとく日本政治の転換　田中　愛治／著　勁草書房
　生命保険で損をしたくないならこの１冊　－見直し方・選び方
　  　　　　　　　　　　    三田村　京／著　自由国民社
　集落限界化を超えて　－集落再生へ高知から発信
　　　　　　　　  玉里　恵美子／著　ふくろう出版
　�0 歳からのじぶん計画　雇用開発センター／著者　雇用開発センター
　見えないがんを追う　－大腸内視鏡が拓く医療フ
　　ロンティア　　　　　  工藤　進英／著　新潮社
　安全なお産、安心なお産　－「つながり」で築く、
　　壊れない医療　　　　  河合　蘭／著　岩波書店
　住まいの解剖図鑑　－心地よい住宅を設計する仕組み
　　　　　　　　  増田　奏／著　　エクスナレッジ
　宇宙で過ごした 1�� 日　－僕の「きぼう」滞在記
　　                           若田　光一／著　　朝日新聞出版

　ＤＩＹ素材＆道具百科　－ホームセンターにある素材
　　と道具がすべてわかる　　　   学研パブリッシング
　フィギュアスケートを 100 倍楽しく見る方法
                                                 荒川　静香／著　　講談社
　不思議　－金子みすゞ詩集　金子　みすゞ／著　岩崎書店
　夜のだれかの玩具箱　あさの　あつこ／著　文芸春秋
■火の闇　－飴売り三左事件帖　北　重人／著　徳間書店
★おぼろ月　　　　　   　谷村　志穂／著　　祥伝社
★抱擁　　                                辻原　登／著　　新潮社
　赤報隊始末　－（御用盗銀次郎）　東郷　隆／著　徳間書店
■きままな娘わがままな母　　藤堂　志津子／著　集英社
　私のこと、好きだった？　林　真理子／著　光文社
　忘れ雪　－因藩二十士真実の涙　毛利　宏嗣／著　郁朋社
　まねき通り十二景　山本　一力／著　中央公論新社
　帰ってきちゃった発作的座談会　－〈超常的空論〉
　　ファイナル　　　       椎名　誠／著　本の雑誌社
　ミラクル・ツインズ！　－難病を乗り越えた双子の絆
　　           イサベル・ステンツェル／著　　岩波書店

●子ども向けの本
　「自分らしさ」って何だろう　－個性を伸ばす　　
   　 　　　　　　　　　   　佐々木　宏／著　国土社
　なぞなぞあそびえほん　角野　栄子／さく　のら書店
　ドラゴン・アイ　ドゥガルド・Ａ．スティール／著　今人舎
　千年ギツネ　　                            干　宝／撰　理論社
　しょうぼうしょは大いそがし　ハネス・ヒュットナー／作　徳間書店

　★は図書館と南光図書室に、■は図書館と三日月
図書室にあります。上月図書室は休館しています。

新着図書案内
2009.12.10 ～ 2010.1.10 受け入れ分の一部

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

成
年
後
見
人
と
は
？
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医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
同
一
世
帯
内
で
、
１
年
間
に

支
払
っ
た
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、

限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超

え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
自
己
負
担
額
は
、
高
額

療
養
費
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

で
お
返
し
す
る
額
は
除
か
れ
ま
す
。

■
世
帯
の

　

自
己
負
担
限
度
額
と
算
定
期
間

　

１
年
間
の
医
療
費
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し

た
金
額
の
限
度
額
は
、
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
や
所
得
の
状
況
で

下
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

算
定
期
間
は
、
毎
年
８
月
か
ら

７
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
平

成
21
年
は
平
成
20
年
４
月
か
ら
平

成
21
年
７
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き

　

佐
用
町
国
民
健
康
保
険
、
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

中
で
、
支
給
対
象
の
場
合
は
通
知

を
し
ま
す
の
で
、
住
民
課
や
福
祉

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
職
場
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
場
合
、
算
定
期
間

内
に
市
町
を
越
え
て
転
居
し
た
場

合
、
算
定
期
間
内
に
医
療
保
険
が

変
わ
っ
た
り
、
市
町
を
越
え
た
転

居
で
介
護
保
険
者
（
市
町
）
が
変

わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
お
知
ら
せ

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
、

各
医
療
保
険
や
市
町
の
介
護
保
険

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
国
民
健
康
保
険
は

　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は　

　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１

・
介
護
保
険
は

　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０

区　　分
後期高齢者医療

+ 介護保険
国民健康保険・被用者保険

+ 介護保険
�� 歳以上 �0 ～ �� 歳 �0 歳未満

  70 歳以上で医療費負担が３割の人 67 万円 
（89 万円）

67 万円 
（89 万円）

126 万円 
（168 万円）  70 歳未満で各医療保険が規定する所  

  得額などを超える人

  一　般 56 万円 
（75 万円）

56 万円 
（75 万円）

67 万円 
（89 万円）

  世帯全員が住民税非課税 31 万円
（41 万円）

31 万円
（41 万円） 34 万円

（45 万円）住民税非課税世帯で所得額がない人
（年金所得のみの人は、受給額 80 万円以下）

19 万円
（25 万円）

19 万円
（25 万円）

※（　）内の金額は、平成 21 年の支給対象期間（平成 20 年４月～平成 21 年７月）のみに適用される限度額。ただし、
　平成 20 年８月～平成 21 年７月を支給対象期間として算出したほうが支給金額が多くなる場合には、通常の
　限度額が適用されます。

世帯の自己負担限度額（年間）
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を
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☎
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・
２
０
７
９

新型インフルエンザ
予防接種の費用助成事業
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Health  Information

★すくすく健康相談（平成21年８月生まれ）

　　   ２月12日（金）13：30～
★１歳６か月児健診（平成20年６月～平成20年７月生まれ）

　　   ２月16日（火）13：00～
★ヨチヨチ健康相談（平成 21 年２月生まれ）

　　     ２月19日（金）13：30
★４か月児健診（平成21年10月生まれ）

　　   ２月22日（月）13：30～
★０歳児クラス（２か月～１歳未満）

　　    ３月１日（月）
　　　　２か月～６か月児　　10:00～11:30
　　　　７か月～１歳未満児　10:30～12:00
★すてきなママになるための教室（妊婦）
　　　３月１日（月）   9：30～
★ぱくぱく離乳食教室（すくすく健康相談～１歳６か月未満）
　　　　３月４日（木）10：00～
 ※いずれも場所は上月保健福祉センター

赤ちゃんとママの行事

右の QR コードで携帯電話でもご覧いただけます。

■機能訓練教室
　 ２月10日（水）
　 ２月24日（水）
　両日とも 13：30 ～ 15：30

■デイ・ケア（精神障害者社会復帰訓練事業）
　 ２月 ９日（火）
　 ２月25日（木）
　 両日とも 13：30 ～ 15：30

※いずれも場所は佐用町保健センター

■お問い合わせ
　佐用町保健センター
　☎８２－２０７９

　

　冷え性は特に手足の先が温まらず冷えて
いるような感覚が常にあり、末梢血管の血
行障害によって起こります。西洋医学では
病気と扱っていませんが、女性の半数は感
じている、男性も悩んでいる人が少なくな
いといわれています。
■冷えの原因
　原因はホルモンの変動と自律神経のバラ
ンスの乱れが考えられています。また、男
性に比べ女性は血流の多い筋肉が少ないこ
とも原因となっています。私たち人間は筋
肉を動かすことで熱を発生させ、体温の約
４割を維持しています。つまり「筋肉量＝
熱をつくり出す力の違い」で圧倒的に女性
に「冷え症」が多いのです。
■衣類の調節「上着は薄く、下は厚く」
　上半身はカーディガンなどで調整しやす
くし、下半身は靴下やレッグウォーマー、

首まわりはマフラーが効果的です。また肩
甲骨の間、ウエストの下などカイロを使用
すると効果的です。
■ぬるめの湯にゆっくり入浴を
　お風呂は 38 ～ 40℃のぬるめの湯に 20
分以上つかるほうがお勧めです。これは
体に 30 ～ 40℃の温度だけを感知するセン
サーがあり、このセンサーが温度を感知す
るとリラックスして血行が促され手足の先
まで温かくなります。
　冷え性を放っておくと、しもやけ、腰
痛、肩こり、肌荒れなどを起こします。た
だの「冷え」と思っていたら実は病気だっ
た、ということもあります。たとえば貧血
や心臓病もそのひとつ。病気の症状として
も「冷え」がありますので「冷え」以外に
手のしびれや動悸、顔色が悪いなどの症状
があれば、早めに病院へ行きましょう。

冷え性を改善しましょう

行事カレンダー
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１月20日現在（　）内は前月比

２月上旬～３月上旬

人のうごき
　人　口　２０，２７１人（－６１）
　　　　　男 　９，６８８人   （－２６）
　　　　　女 １０，５８３人   （－３５）
　世帯数　　７，２１４戸（－２６）

　１月中の移動
      出生　１３人　死亡 　４９人
      転入　２５人　転出 　５０人

■ちょうみんカレンダー

　売所にある申込書で、下記へ
　持参、または郵送してください。
■申込先
　①神戸新聞社各支社、総局
　②最寄りの神戸新聞販売所
　③〒 650-8571（住所不要）
　　神戸新聞社地域活動局　
　　「金婚式」係
問神戸新聞社地域活動局
　☎０７８（３６２）７０８６

　水道メーターの取替えを実
施します。取替えは町指定業
者が行い、作業従事者は常に
身分証明書を携帯しています。
なお、取替えは無料です。
■日程　２月中旬以後　　
■対象者　上秋里、下秋里、西
　新宿、大日山、江川地域全体、
　三ツ尾、大畑など
問水道課　☎８６－１２１２

　県教育委員会では、県内の
小・中・特別支援学校の非常
勤職員を募集しています。
■勤務内容　新任教員の初任
　者研修にかかる授業補充
■報酬　１時間 2,790 円（変
　更の可能性あり）。規定の
　範囲内で交通費の支給もあ
　ります。
■資格　教諭普通免許状の所
　持者、または４月１日まで
　に取得できるかた
■願書受付　３月 18 日（木）
　までに最寄りの教育委員会
　または県教育事務所へ必着
問教育委員会
　☎８２―２４２４　

月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間
2/10 水   福祉相談   佐用地域福祉センター  13:30 ～ 16:00
13
～ 17

土
～水   百歳の笑顔展   本紙７㌻をご覧ください。

16 火
  高年大学三日月教室   三日月文化センター   10:00 ～

   行政相談

  上月支所１階相談室
 13:00 ～ 15:00

17 水

  役場本庁舎２階会議室
  南光文化センター会議室
  三日月文化センター会議室  9:00 ～ 11:00

  高年大学上月教室   専門講座のみを各部にて開催。
18 木   高年大学佐用教室   さよう文化情報センター  10:00 ～

25 木   弁護士相談
（社協へ要予約）   南光地域福祉センター  13:00 ～ 15:30

27
～ 28

土
～日

  住民手づくり芝居
  『月の伝説』

  本紙９㌻をご覧ください。3/1 月   南光子ども歌舞伎
  伝達式

７ 日   劇団カッパ座
  三匹のこぶた

お誕生おめでとう
12月11日から１月20日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

水道メーターの
取替え

小・中・特別支援学校
非常勤職員募集

        氏　名     　年齢     　自治会
　
　
　個人情報のため非掲載
　
　

12月11日から１月20日届出分　敬称略



��

2010/ ２月号

　１月１日から、社会保険庁
は組織・人員を一新し「日本
年金機構」となりました。
　姫路社会保険事務所は「日
本年金機構姫路年金事務所」
となり、引き続き年金相談な
どの窓口として利用できま
す。
問姫路年金事務所
　☎０７９（２２４）６３８５

■物件の名称・数量
所在地　佐用字山王
地番①３４０番地４ほか１筆
　　②３４０番地 15 ほか３筆
　　　（②は宅地・雑種地）
地積①２７３．１３㎡
　　②２４７．５４㎡
■公売の方法　期間入札
■公売日時

【入札】２月 15 日（月）～
　22 日（月）までの午前９
　時～午後５時（土・日曜日は除く）

【開札】
　２月 23 日（火）午前９時
■入札場所　財政課
■開札場所　町長室
■代金納入期限
　３月 29 日（月）午後２時まで
■売却決定日時
　２月 23 日（火）午後３時
■買受人の資格要件

・２月１日現在で引き続き３か月
　以上佐用町に住所を有するかた

・売却代金の一括払いの可能なかた
■入札最低価格　
　①６，９６４，８１５円
　②６，３１２，２７０円
　上記以外詳しくは、財政課
までお問い合わせください。
問財政課　☎８２－０８２０

　 消 防 署 で は、 心 肺 そ 生 法 と
AED、止血法の講習会を行います。
■日時　３月 12 日（金）
　午後１時 30 分～午後４時 30 分
■場所　佐用町消防署３階
　コミュニティ防災センター
■受講料　無料

■募集人員　３０人
　※定員になり次第締切
■募集期間
　２月 10 日（水）～３月 11 日 ( 木 )
■その他　AED や応急手当の
　講習も随時受付しています。
問消防署　☎８２－３８７２

■職種・人員　一般事務１名
■受験資格　４月１日現在、
　満 35 歳以下のかたで、た
　つの市（旧新宮町域）・上
　郡町・佐用町に住所を有す
　るかた。パソコン（ワード、
　エクセル）ができるかた
■雇用期間　４月１日（木）
　～９月 30 日（木）（更新あり）
■受付期間　２月 22 日（月）
　～３月５日（金）
■受験手続　申込書は、にし
　はりま環境事務組合で交付
　します。申込書に記入し、
　にしはりま環境事務組合ま
　で提出してください。
■試験日・場所　申込書提出
　時にお知らせします。
問にしはりま環境事務組合
　☎０７９１（５８）１５００

　神戸新聞社主催の金婚夫婦
祝福式典が開催されます。
■日時　５月 23 日（日）
　午後１時～
■場所　たつの市総合文化会
　館赤とんぼ文化ホール
■対象　昭和 36 年に婚姻届を
　出された県内在住のご夫婦
■申込方法　福祉課、住民課、
　各支所・出張所、神戸新聞販

３月１日  月  
口座振替日は３月１日（月）です

納税は納期限までに！

■お問い合わせ　
　　税務課　☎８２－０６６２

Information

今月の納税

介護保険料（普通徴収）第７期分
　　納期限

後期高齢者医療制度（普通徴収）第７期分
　　納期限

■お問い合わせ　
　　健康課　☎８７－８０２０

■お問い合わせ　
　　福祉課　☎８２－０６６１

納期限

固定資産税第４期分
国民健康保険税第７期分

３月１日  月  

３月１日  月 

救命講習会
受講者募集

にしはりま環境事務組合
臨時職員募集

金婚夫婦祝福式典を
開催します

佐用地域山王地内の
町有地を公売します

社会保険庁から
日本年金機構に
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   仲井   愛
あ い か

華ちゃん     仲井   瑛
え い じ

治ちゃん    
    (平成14年９月13日生）          （平成17年10月６日生）

　　　父  彰さん　母  加奈さん　―  志文  ―

　SPring-8 に 建 設
中 の X 線 自 由 電 子
レ ー ザ ー（XFEL）
施 設 内 に、 徐 々 に
装置が据え付けら
れ て き ま し た。 特
に、 無 酸 素 銅 で で

きている加速管がズラリと並んだ風景（写真）
は壮観です。この管に高周波を送り込み、電子
をほぼ光の速さまで加速します。この管は全部
で 128 本で、約 400㍍あります。４月 29 日（祝）
の施設公開では、この加速管を始め、初公開の
光源棟（加速器棟に隣接する施設）もご覧いた
だけます。ぜひ遊びにお越しください。

X 線は、なぜ「X」線と名付けられたでしょう
(1) 未知（英語で X とされる）なものであるから          
(2) 電磁波をアルファベット順に名付けた
(3) 名前が X で始まる人が発見したから

【応募方法】はがき、または FAX・ﾒｰﾙで住所、名前、
年齢、電話番号、答えを記入し役場まちづくり課ま
で送ってください。正解者のなかから抽選で３人の
かたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送を
もって当選者のかたにお知らせします。

光クイズ
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１月号の答え (1) シリウス

   わが家のアイドル


